2012年度　社団法人　山形青年会議所

第５回　役員予定者会議　議事録

日　時　：２０１１年１２月５日（月）
１８：３０～２５：００
場　所：（株）丸勘山形青果市場　会議室
１．開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
２．ＪＣＩクリード昌和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山委員長
３．ＪＣＩミッション唱和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安藤室長
４．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和　　　　　　　　　　　　　　　中村室長
５．出席者の確認（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
　　　　　理事長　　　　　　
野　口　雅　弘

　　　　　直前理事長　　　　　
船　橋　吾　一

　　　　　特別顧問　　　　　　　荒　井　　　寛（欠席）
　　　　　顧問　　　　　　
三　浦　孝一郎（欠席）
　　　　　副理事長　　　　　　　齋　藤　秀　和（欠席）
副理事長　　　　　　
井　上　周　士（遅参）
　　　　　副理事長　　　　　　　中　村　祥　之
　　　　　専務理事　　　　　　
鈴　木　辰太郎
　　　　　監事　　　　　　　　　齊　藤　秀　昭

　　　　　監事　　　　　　　　　酒　井　貞　和（遅参）
　議長　　　　　　　　　三　沢　慶　洋（遅参）
特別委員長　　　　　　東海林　　　仁（遅参）
副議長　　　　　　　　佐　藤　貴　博（欠席）
　　　　　室長　　　　　　　　　安　藤　太一郎

本部長　　　　　　　　鈴　木　　　力（遅参）
　　　　　室長　　　　　　　　　遠　藤　智　大
　　　　　室長　　　　　　　　　中　村　正　利

室長　　　　　　　　　伊　藤　健　二
委員長　　　　　　　　横　山　隆　太
委員長　　　　　　　　菅　原　真　司
委員長　　　　　　　　佐　藤　正　敏
委員長　　　　　　　　矢　口　政　則
委員長　　　　　　　　櫻　井　　　靖（遅参）
委員長　　　　　　　　渡　部　明　弘
総括幹事　　　　　　　近　藤　英　雄（遅参）
事務局長　　　　　　　武　田　靖　裕
オブザーブ　　　　　　安孫子　直　樹
オブザーブ　　　　　　村　山　哲　也
６．会議成立の確認




　　　武田事務局長

７．議事録署名人の指名




　　　野口理事長

８．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
９．理事長挨拶　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長
皆様、改めましてこんばんは。本日も役員会議にご出席いただきましてありがとうございます。この時期になりますと、仕事とＪＣと家庭にと、師走といわれる様に本当に余り使いたくないですけど、忙しくなってきております。前回と同じ様に欠席が目立ちますし、今一度この役員会議で揉むのかという事をお考えいただいて、出席いただいている方にはご無礼かとおもいますけど、副理事長、室長、委員長にはご理解いただきたいと思います。さて、先週、東北協議会と会員会議所、次年度の会に出席してきました。一番、感じる事は、山形青年会議所は特にそうですし、山形市もしくは山形県民にとっても、この度起きました３．１１における東日本大震災の復旧、復興には大分差があったなと感じております。本当に今年度、福島ブロックの会長を勤める坂田会長は本当に必死に、福島の場合は確かに震災の影響も在りましたが、原子力発電所の原発問題で人災というかたちで、今でも帰れない、９ヵ月、今でも故郷に帰れずそのままの状態になっているというお話を聞き、もうこの生活をするのも限界だと、いつになったら普通の生活になるのかというのを懇親会の時に話しておりました。それに輪をかける様にじゃないですけど、高宮会長がそういった一躍を青年会議所の協議会が、復旧、復興に対して、長い道のりではあるけど、一歩、一歩、確実にその復旧に対して青年会議所への思いを語っておりました。

高宮会長は今年３．１１から本当に涙も見せず愚痴も言わずにやっていたのが、会員会議所の中で少し涙ぐんで本当に今年１年、厳しかったのだな、我々には創造も出来ない活動をやっていたのだと思っております。そんな感じを私が役員会に出席して非常に感じできた事を、私がこの場で本当は伝えるのではなくて、この理事構成メンバーが、お一人おひとり、今後、地区協議会なりに、それを肌で感じて委員会メンバーに伝えてほしいですし、そういう感じとっていただいた事をこれからの山形青年会議所の活動に生かしてほしいと切に思っております。

ＰＲがあるから、山形ブロック協議会に行かなければいけない、ＰＲがあるから地区協議会に行かなければならない、今後、我々は訳ありという言葉もあまり使いたくないのですけどＡＳＰＡＣに向かって地区協議会内もしくはブロック協議会１７ＬＯＭに本当にお願いして、我々のＡＳＰＡＣ山形大会が、東北の復興の一躍を担う大会として我々がリーディングＬＯＭとして活動する事を、この予定者会議の中でお話したかった事です。本当に今、皆さんご多忙とはございますが今一度この青年会議所活動もしくは委員会活動に置いて、もう一度自分の中で理解して１２年の１月１日から、その力を遺憾なく発揮していただきたいなと思っております。

あと２つ目、その後の土曜日に山形ＪＣ日大会という会に行ってきました。ある先輩から激励というか本音の話なのですが、理事長として挨拶させていただいた時にＡＳＰＡＣCのお願いを山形ＪＣのシニア日大会へお願いしました。その時に、お前らお願いするのだったら全員で来ないといけない、シニアより少ない現役の会なんてない、誰も応援しないと言われました。まさにその通りだと思います。もし仮にそれが出来なければ厳しい事を言うようでありますけど、本当に今の段階で止めた方がいいのかなと、その日１日ずっと考えさせていただきました。今から、訳あり、訳ありいろんな所に行きますけど、訳があるから行くのではく、夢があるから世界大会に行かなければならないと感じております。私の言葉で皆さんに伝えられたら良いのですけど本当に、その土曜日１日ですね齊藤監事とこの中に矢口委員長とですね、いろいろな先輩の話を聞きましたけど、先輩達はやっぱり現役から頼まれれば嫌とは言いませんけど、やっぱり我々の向かう姿勢によっては多分、協力しないのかと思っております。私、個人の力で出来るのであれば問題無いのですけど、そういった所は本当にＬＯＭ一丸とか一枚岩になってという言葉でではなくて、態度で示してほしいなと思っております。この理事メンバーに関しては、そういった形で１２年はお願いする立場、そして仮に６月のＡＳＰＡＣ香港大会でビットを取った時には国内だけではなくて、国外にも本当にお願いする立場として、いろんな立場として行かなければなりません。そういった事もご理解いただいて、今一度、各種大会もここでお願いしたいと思っております。そして最後に、前回の役員会議でも言いましたけど、本当に今この予定者の段階が全てです。３年制度で、不連続の連続と言われていますけど、不連続だからこそしっかりと引き継ぎをして連続に変える、それも２０１１年度、船橋理事長が築き上げたものに対して、それをプラスにして２０１２年度の山形青年会議所の活動に変えていく、それがあって高見のある先輩方から引き継がれた歴史だと思っております。今が一番、自分で悩みどこではあるかと思いますけど今一度、引き継ぎされる委員会があれば、もう一度その委員長もしくは室長、担当の副理事長に話しを聞いて来年１２年に自分の委員会が何をするべきか何を求めて何を発信するのか、もう一度しっかりと答えを持っていただきたいなと思っております。

よく理事長というのは、孤独なポジションであるというのは、よく先輩方から聞かされました。よくよく考えれば孤独というのは、理事長が率先して、後は皆さんが付いてきていただけるそんなポジションです。前には誰もいません、委員長の前には室長、室長の前には副理事長、副理事長の前には理事長がいます。孤独というのは先頭を切って走る訳ですから、後ろを向いて相談しながら、という事よりは一番の矢に立つ孤独にならざるを得ない。その反面、私は皆さんを信じて、風だろうが雨だろうが、いろんな物を打ち破っていきたいなと思っております。是非とも本当に今の段階からこそ、いろいろな事が言えて今日、本日も活発な意見をいただいて、更なる飛躍する山形青年会議所を構築していただければと思っております。

長々しゃべりましたけど今が本当に大事な時です。何回も言っていますけど１２月になって自分の仕事があって家庭があって、その中で時間を割いていただいて、どれだけ本気になって、この活動に向き合っていただけるか、そんな事を切に皆さんにお願いして、本日の役員会議に望んでいただきたいなと思っております。どうぞ、宜しくお願いします。

１０．　直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋直前理事長

皆さん、こんばんは。ちょっと風邪をこじらせまして今日に至っている状態ですあります。見苦しい所はご了承いただきたいなと思っております。本来、私が考えてきた事が、野口理事長の挨拶でほとんど出てしまったので話す事が無くなってしまいましたけど、その話の中で高宮会長の涙というのが本当に意味深い物がありました。同じでは無いのですけど、今年もずっと考えて活動をしてきた所なのですけど、なかなか出来なかったと感じました。１０年間の中でいろんな役職をやらせていただきましたが、ここまで来るにあたりまして、計画した以上の事は出来ないと思います。計画をしっかり立てるという事が非常に大切だと思います。その計画とは事業の計画につきましては、いろんなイメージをして、その状況を成し遂げていくという事を最初から最後までイメージする事が大切であろうと思っております。

先程、野口理事長が訳ありだからではなく夢があるから行くと言っていましたが、その夢をどうやって伝えていくという事を、言葉でもそうなのですけども、スケジュールをしっかり立てて、どうやって盛り上げていくのかという事を考えて行かないと、その事業、そして自分の考えが成し遂げられないというふうに思っていますので、この予定者でスケジュールを思い浮かべて、これから１年間をまっとうしていく事を考えて欲しいと思います。今日の会議に皆さんでしっかり望んでいただきたいと思います。最後まで、宜しくお願いします。以上です。

１１．　議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長

１２．　議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長

１３．  確認事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

確－０１　理事長所信（案）Ｖｅｒ．２０について
１４．  討議事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

討－０１　各種大会・対外行事への参加促進と登録について
渉外支援委員会
横山委員長【上程】
伊藤室長【意見】
京都会議へ声かけをして皆で行きたい。
齊藤監事【意見】
泥臭くお願いしたい。
遠藤室長【意見】
ＬＯＭ一丸となってムーブメントを起こしていこう。
矢口委員長【質問】
ＬＯＭナイトについて来年度はどのような動きがあるのか。
横山委員長【回答】
資料の概要というところでファンクションについての説明をしている。LOMランチ、LOMナイトを予定している。ランチとナイトで皆様を受け入れできるようにしていく。
中村室長【意見】
来年の京都会議皆で行ければと思っている。
渡部委員長【質問】
出欠のとりまとめの流れはどうなっていくのか。
横山委員長【回答】
私もしくは幹事にメールで送信いただければと思う。その他の委員は取りまとまったものを星取り表に落とし込んでいく。

討－０２　例会の設営運営及び臨時総会の開催（案）に関する件
総務情報委員会
渡部委員長【上程】
遠藤室長【意見】
今年１００％を何回か達成できたが、どうしても努力したが達成できないことがあった。例会出席の定義はこれでいいと思うが、やむを得ない場合なにか取りはからっていただきたいと思う。
渡部委員長【回答】
事前にお知らせいただければ対応したいと思うが、あくまで定義ということでご理解いただきたい。
中村室長【質問】
例会開始１時間前、開始後３０分という時間設定の理由を教えてほしい。
渡部委員長【回答】
１時間前というのはメンバーも仕事を持っている中で集まれないということ。開始後３０分というのは委員会としても例会に参加したいとの思いから。
　　　　討―０３　２０１２年度名刺（案）に関する件
事務局
武田事務局長【上程】

遠藤室長【質問】
名刺の申込書が過去のものよりシンプルになっているがどういうことなのか。
武田事務局長【回答】
過去の資料がなかったため、昨年のものをベースに作成した。遠藤室長より過去のものをいただき対応する。
１５　審議事項

　　　　審－０１　グループ基本方針（案）承認に関する件
国際グループ
安藤室長【上程】
井上副委員長【意見】
２１行目広域性を一段と伝えるツールとしてという部分がわかりづらい。まとめたほうがいいのではないか。
安藤室長【回答】
修正したい。
元気あるやまがた創造グループ

遠藤室長【上程】

三沢議長【質問】
人とひと、漢字とひらがなで表現した意味は。
遠藤室長【回答】
前回ひらがなが多く読みにくいと指摘があったので見直した。
　　　　審－０２　会議・委員会基本方針（案）承認に関する件
ＡＳＰＡＣ準備会議
三沢議長【上程】

野口理事長【コメント】
予算の中に基金の取り崩しの８２７万がＡＳＰＡＣ準備会議に使うことを了承いただきたい。

渉外支援委員会
横山委員長【上程】

花火大会特別委員会
東海林特別委員長【上程】

中村副理事長【意見】
公益との絡みで今回２７００万円はいっているようだがこちらの金額は非常に重要に思う。
鈴木専務【質問】
事業計画１３行目誤植であれば削除願いたい。
元気あるやまがた創造委員会
菅原委員長【上程】

中村副理事長【質問】
予算の中の９月例会５２万１千円の根拠、どういったことをするのか。
菅原委員長【回答】
ＪＴとのＮＰＯ事業の助成申請において、９月公開例会をシティーウォークラリーの継続した形でＪＴの方には申請させていただいている。ＪＴに対しての申請金額と山形青年会議所の持ち出しの部分の金額が広報費として５０万、それ以外の２万１千円というのがスタッフの弁当代として申請している。
活力あるひとの創造委員会
佐藤委員長【上程】

活気ある会員交流委員会
櫻井委員長【上程】

誇りある会員開発委員会
矢口委員長【上程】

中村副理事長【質問】
２２〜２３行目分けてある理由は何かあるのか。
矢口委員長【回答】
外部団体と分けたため。段落しないで修正する。
遠藤室長【意見】
２８行目句読点訂正お願いしたい。
安藤室長【意見】
１９行目１名拡大の「１」を全角で修正お願いしたい。
総務情報委員会
渡部委員長【上程】
　審－０３　山形ＪＣホームページの運用（案）承認に関する件　　協議に変更
渉外支援委員会

横山委員長【上程】
鈴木専務理事【質問】
審議から協議となったが、次回までにどう変わるのか。
横山委員長【回答】

トップページをもっと精度の高いものにする。対外、対内向けをしっかり分ける。

鈴木専務理事【意見、質問】
委員会ブログを充実して欲しい。理事長のツイッターは行わないとの事だが、どの様に考えているか。

横山委員長【回答】
フェイスブックでネットの更新がわかる様になる。ツイッターも含め委員会で取り組む。委員会へ持ち帰り検討する。

齊藤監事【意見】
２０１１コンテンツの部分でトップページ左、対外活動支援団とあるがブロックで起きた突発的な支援団なので、２０１２年に関してはブロック協議会ではまだ立ち上がっていない。必要ない。
東海林特別委員長【意見】

これから名刺など色々なものが決まるとは思うが来年のイメージカラーは何か。色が決まったらＨＰにも活かして欲しい。

野口理事長【質問】
費用はいつから発生するのか。
横山委員長【回答】
レンタルサーバーということで来年一月に支払いになる。
野口理事長【意見】
審議取り下げていったん協議その他へ入れて、次回審議の方がいいと思う。
安藤室長【回答】
委員会と業者間で打ち合わせ不足で、本日は協議にてご意見をいただき、それを反映して次回会議で審議にて上程したい。
與田副委員長【補足】

審議取り下げで協議となり申し訳ない。意見は委員会に持ち帰る。次回に向けて宜しく願う。

　　　　審－０４　ＬＯＭ外広報誌の発行（案）承認に関する件
渉外支援委員会

横山委員長【上程】
鈴木本部長【質問】
日時などきちんと入れていただきたい。
横山委員長【回答】
参考資料に日時を記載してあるので見ていただき協力いただきたい。
中村副理事長【意見】
対外的に発信するという大事な活動になる。期日を守って発行していただきたい。
鈴木専務【質問】
表面の事業内容と整合性もとれていない。何が審議なのか、３５万円の予算をもらうことが目的なのか、どのようにお考えか。
横山委員長【回答】
実施の概要の方を訂正修正することが抜けて申し訳ない。
　　　　審－０５　山形ＪＣ活動の取材・記録管理・アルバム作成（案）承認に関する件
渉外支援委員会

横山委員長【上程】

齊藤監事【意見】
横山委員長から資料の受け渡しのポイントを意見頂きたいとの事だが、各委員長からしっかり意見して欲しい。

渡部委員長【意見】
写真の受け渡しだと容量が大きくなるのでメール受け取りは厳しい。ネットでファイヤーストレージをダウンロードすれば５０メガ等、大容量を受け取れる。メールのやり取りの際は添付ファイルとして付けてはどうか。
東海林特別委員長【意見】
私の時は、データはＬＯＭ保管、もう一つは理事長にプレゼントするのが通例だった。当時の荒井寛理事長の際、公益を目指す際、予算がもったいなく、削減して欲しいと言われた。しかし他のメンバーから、こんな所の予算を下げるなと言われたのも事実だ。アルバムが簡素化される中で議案と合わない部分も出てきたが、今までの流れはこんな感じだ。
井上副理事長【意見】
１年間の理事長への歩みと感謝もあるので大事だ。

横山委員長【補足】
それぞれＤＶＤに残す。理事長に渡すものは、理事長の画像中心になる。

中村室長【意見、質問】
２００３年位までは事務局主体で写真管理していた。ＬＯＭの記録として残して今後に繋げたい。ＷＥＢアルバムとはホームページでアップするのか。

横山委員長【回答】

ＷＥＢアルバムに関して記録、取材するという認識だ。皆様からいただいた画像を編集するが、ＷＥＢアルバムという言葉が適切ではないかもしれない。
鈴木専務理事【補足】

公益団体として個人の利益を考える訳にはいかないが、今までの経緯も大事である。記録の保管が１番大事なのでお願いしたい。

　　　　審－０６　１月定時総会の開催（案）承認に関する件
総務情報委員会

渡部委員長【上程】
鈴木本部長【意見】
総会の後は賀詞交歓会に繋がるものになる。タイムスケジュールをしっかり運営していただきたい。メトロとのやり取りは密にしていただきたい。
渡部委員長【回答】
総会の後の賀詞交歓会がありタイトな日程だ。メトロの現調も済んでいる。

中村副理事長【意見】

ハガキの総務委員長予定者のとなっているが、総務情報委員会です。訂正お願いする。

渡部委員長【回答】

訂正する。

安藤室長【意見】
１０番の事業内容で総会スケジュールがあるが、理事長挨拶はみんなで聞ける様にしてほしい。
渡部委員長【回答】

再度検討する。

野口理事長【コメント】

総務情報委員会だけではないが、この総会をもって社団法人山形青年会議所の幕が閉じる。そして公益格として新たにスタートする。会頭の所信の中に変わらない為にも変わるというのがある。現実味が出てきた。私が理事長だから全員来るのではなくＬＯＭメンバーに歴史観を認識していただくため定時総会の参加をお願いしたい。意義をメンバーに知らせて欲しい。１００％を目指して欲しい。

　　　　審－０７　ＬＯＭ内褒賞審議委員会の設立（案）承認に関する件
総務情報委員会

渡部委員長【上程】
渡部委員長【質問】
逆質問になりますが、ＬＯＭ内褒賞に制定日時が今だと変更になっていない。いつにしたらよいか。
野口理事長【回答】
公益法人になった日なので１月４日です。

承認可決

　　　　審－０８　２０１２年度山形ＪＣスローガン募集（案）承認に関する件
総務情報委員会

渡部委員長【上程】
野口理事長【補足】
今年はコンパクトにした。皆様からご意見いただきたい。
　　　　審－０９　２０１２年度理事会日程（案）に関する件
事務局

武田事務局長【上程】
中村副理事長
５月２９日は火曜日です。３回目です。議事録修正願いたい。
武田事務局長【回答】

修正する。

安藤室長【質問】

６月１９日グローバルパートナーシップコミットと被っているが、大丈夫か。

野口理事長【回答】

参加が必要なファンクションだが、ここを外すと予定が取れない。ＭＹＥへの参加を重点的に考えている。参加する場合副理事長、常任にお願いしたい。
井上副理事長【確認】
１２月２５日予定の１３回理事会は例年だと１２月前半だが、日程を確認したい。

鈴木専務【回答】

今まで意見が無かったので進んでいるが、意見であれば修正し審議する。

井上副理事長【意見】

クリスマスにはこだわっていないが、もう少し早い方がいいのではないか。

武田事務局長【回答】
１２月１１日火曜日に修正する。審議お願いする。
鈴木専務理事【補足】

対外の予定が無いという前提で変更するが、記憶していて欲しい。
　　　　審－１０　２０１２年度例会日程（案）に関する件
事務局

武田事務局長【上程】
鈴木専務理事【補足】
会場予約は半年前からとなる。現在の会場は打診を受けた場所となっているが、変更の可能性もある。
渡部委員長【確認】

１２月８日土曜日卒業例会はメトロになる。
東海林特別委員長【質問】

毎年１１月下旬だが今年１２月８日なのは、なぜか。

鈴木専務理事【回答】

世界会議のスケジュールが影響している。１１月の開催が困難だ。

野口理事長【補足】
他のスケジュールもあり１２月８日しかない。通常通りの開催で平日開催も考えたが例年の皆さんの盛り上がりを考えると週末したかった。２週連続の例会開催で異例だが、三浦顧問の事も考えご理解いただきたい。
矢口委員長【質問】
３月例会がテルサになっているが懇親もあるのでメトロを押さえている。

野口理事長【回答】
場所に関してはその都度審議上程となる。

１６　協議事項

　　　協－０１　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣセネターゴルフ対応に関する件
ＡＳＰＡＣ準備会議
近藤総括幹事【上程】
三沢議長【補足】

台中ＪＣの方とメールでやり取りしている。日時等確定していない。参加手伝いお願いしたい。
齊藤監事【質問】
実施組織の記入が無い。効果も未記入である。引き継ぎもあったのか。バックアップして欲しいとあるので、今考える、委員会としての工夫や効果をどう考えているのか。
近藤総括幹事【回答】
昨年の中止もあり明確な答えは出せない。今後議案を精査する。
鈴木専務理事【質問】

情報では昨年より進んでいる。櫻井委員長とも相談して対応していただきたい。案内の発送は決まっている。発送先は決まっているか。
近藤総括幹事【回答】

日本ＪＣで確認しないと名簿が貰えない。なお確認する

鈴木専務理事【意見】

発送日は決まっているので、案内文のチェックは、こちらで必要だ。宜しくお願いしたい。
　　　協－０２　京都会議における日本ＪＣ歴代役員会議運営の支援に関する件
ＡＳＰＡＣ準備会議

近藤総括幹事【上程】

三沢議長【補足】

オブザーブ等で齋藤副理事長と打ち合わせを現在している。京都会議への参加お願いしたい。

野口理事長【補足】
日本ＪＣセネタークラブというのは、セネターシニアクラブとはＪＣのＯＢの会です。これが日本ＪＣを総括している。セネターはＪＣに貢献した方が登録する。日本ＪＣの歴代の構成メンバーが集まる重々しい所です。ここに夢のあるＬＯＭとして招致活動をする。

齊藤監事【質問】
今現在でＬＯＭ内にいつから周知するのか教えていただきたい。

近藤総括幹事【回答】

京都会議の詳細な内容が分かり次第と考えている。

齊藤監事【質問】

昨年の時はいつごろ情報が分かっていたのか。
三沢議長【回答】

未確認である。
齊藤監事【意見】

一刻も早く情報を取り、グループ総出でＬＯＭ内の周知をしていただきたい。

　　　協－０３　渉外活動の実施に関する件
ＡＳＰＡＣ準備会議

近藤総括幹事【上程】

三沢議長【補足】
ＡＳＰＡＣを見据えて海外からの来訪者に対して皆様のご協力いただきたい。
鈴木本部長【質問】
実施組織の中の内容はどの様なものか。
三沢議長【回答】

シティレディＪＣの方は情報が無い。来るのは間違いない。情報が入り次第お知らせする。

　　　協－０４　日本ＪＣ・地区協議会・ブロック協議会・各地会員会議所・
各種大会での活動に関する件
ＡＳＰＡＣ準備会議

近藤総括幹事【上程】

三沢議長【補足】
７大会の他にもＰＲを考えている。宜しくお願いする。

鈴木専務理事【補足】
これだけだと分かりづらい。協議の５と合わせてみていただきたい。

　　　協－０５　山形ＪＣメンバーに対するＰＲ活動（案）に関する件
ＡＳＰＡＣ準備会議

三沢議長【上程】

ＡＳＰＡＣには国際ビット権を取る為、多くのメンバーで行きたい。声掛けお願いしたい。
　　　協－０６　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会開催要項に関する調査・研究・検証
ＡＳＰＡＣ準備会議

近藤総括幹事【上程】

三沢議長【補足】
現在ビットブックを作成している。実行委員会的なものを考えていきたい。

井上副理事長【質問】

宿泊施設には交渉に入っていくのか。
野口理事長【回答】
まずは実行委員会の３月まで骨子案を作る。６月までは大会コンセプトをつくる。そして承認後、各コンベンション、施設へ交渉に入る。行政には市に出している。次回ロードマップを作る。
野口理事長【コメント】
参加動員数は５０となっているが各理事メンバー率先して集める。日本ＪＣの役員名簿は三浦顧問からいただく。京都会議のスケジュールは渉外支援委員会の発信取りまとめていただく。もっとコンセンサスを取っていただきたい。議案、協議を精査していただきたい。
　　　協－０７　４ＬＯＭ合同例会の企画・実施（案）に関する件
活力あるひとの創造委員会

佐藤委員長【上程】

井上副理事長【意見】
今回なぜ原田ＪＣＩ会頭が東北に来るか知っているか。大震災の復興などで、被災地に行けなかった。前年度行けなかったので今年度は行きたいという強い思いがある。
鈴木専務理事【質問】
懇親会などの引き継ぎは受けているか。
佐藤委員長【回答】

前年度例会は１０００円、懇親会は５５００円で話をいただいているが、今年度は例会５００円、懇親会は４０００円で考えている。

野口理事長【意見】

案内文を付け足していただきたい。議案を資料として４ＬＯＭに持ってきていただきたい。

　　　協－０８　新春賀詞交歓会式典及び懇親会（案）に関する件
活気ある会員交流委員会

櫻井委員長【上程】

三沢議長【意見】
今回部分審議を出さないと間に合わないのではないか。
中村室長【回答】
ご意見等なければ部分審議させていただく。

安藤室長【意見】
案内状の公益と社団の使い分けを教えていただきたい。
鈴木専務理事【回答】

手元に届く時が１月４日を過ぎるかどうかである。

齊藤監事【質問】

収支予算書の中で本会計の中で行うなら、本会計で出して欲しい。予備費が５％を超えている。修正を願う。

中村副理事長【審議振替上程】
案内先、案内リスト、案内文、日時、会場の部分審議をお願いする。

　　　協－０９　新入会員の募集（案）に関する件
誇りある会員開発委員会

矢口委員長【上程】

酒井監事【意見】
パンフレットの予算が１０万円を超えている。相見積が必要だ。

　　　協－１０　仮会員セミナーの実施（案）に関する件
誇りある会員開発委員会

矢口委員長【上程】

中村副理事長【質問】
シニア講師案があるが理由は何か。費用はいくらかかるのか。
矢口委員長【回答】

今までの流れで決まった。下田さんは日本の拡大の委員長であった。理事長と打ち合わせしているが、予算までは詰めていない。
野口理事長【補足】
下田委員長は今年の拡大の委員長を務めお互い負担をしないで呼べるような関係である。

　　　協－１１　会員拡大会議の実施（案）に関する件
誇りある会員開発委員会

矢口委員長【上程】

　　　協－１２　３月公開例会の企画、実施(案）に関する件
誇りある会員開発委員会

矢口委員長【上程】

井上副理事長【質問】
質疑応答はないのかタイムスケジュールの精査を願う。
矢口委員長【回答】
委員会に持ち帰る。
齊藤監事【意見】
予備費の計上がなってない。計上していただきたい。

　　　協－１３　２０１２年度理事会費（案）に関する件
事務局

武田事務局長【上程】

横山委員長【意見】
理事会のブロックでの懇親会費が入っている。以前混乱があったので案内をしっかりして欲しい。

　　　協－１４　２０１２年度出向者（案）に関する件
事務局

武田事務局長【上程】

野口理事長【意見】
私のほうで２名程考えている。地区ゼミナール荒井要雄君、アカデミーで半田君を調整している。

　　　協－１５　２０１２年度外部団体出向（案）に関する件
事務局

武田事務局長【上程】

　　　協－１６　２０１２年度予算（案）に関する件
事務局

武田事務局長【上程】

　　　協－１７　２０１２年度特別年会費（案）に関する件
事務局

武田事務局長【上程】

鈴木専務理事【補足】
前回質問のあった監査人グループとは危機管理委員会を指すとの回答だった。

　　　協－１８　２０１２年度基金の運用（案）に関する件
事務局

武田事務局長【上程】

野口理事長【補足】
山形青年会議所の資産のお金が約３０００万弱ある。公益に変わる段階で３年位の期間で０にしなければならない。もともとこのお金は事業の繰越しのお金であった。事業で使えるお金だが代々先輩たちが引き継がれたお金である。８２７万がなぜＡＳＰＡＣに使うのかというのは、明確に公益性を持たせる為である。
１７．報告・依頼事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
報－01　今後のスケジュールについて
武田事務局長【上程】
　　　報－02　 京都会議参加依頼について
武田事務局長【上程】
野口理事長【コメント】
各理事メンバーが全員そして委員会からもこないと５０名に届かない。宜しくお願いしたい。

１８．次回開催 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
[２０１２年度 第６回役員予定者会議]
　２０１１年１２月１５日（木）　１８：３０～　山形ＪＣ　会議室
１９．監事講評

長時間に渡りお疲れ様です。私からは本日の会議が長くなった最大の理由は、たった１１件の審議事項に３時間３０分もかかった事であります。審議事項というのは、全て資料が揃った上で上程をいただく事によって、１１項目位であれば３０分程度で終了するはずの数字だと思っております。各委員会そして室長、副理事長さまにおかれましては、自分達が審議に出せるという状態での議案作成、そして細部にわたっての確認をしていただきたいと思います。

２０１２年度に関しては、財政局というものが無く、総務情報委員会がその役を担うというところで、今回の議案に対して数字の部分を見させてもらいましたが大分、未記入というのがありましたので次回、最後になりますので予定者の段階での悔いの残らない様に、各委員会、担当ラインでご対応いただければと思います。

そして、先程の数字からいきますと予備費３％に関しては全て予定者のスタッフセミナーとしてＬＯＭ会計マニュアルが渡されていますので、全てそこに記載なっておりますので、是非、各委員長様は再度もう一度、原点に立ち直って、数字は大切なので、宜しくお願いしたいなと思っております。

そして出向者も、徐々に固まりつつあります。各委員会、委員長様におかれましては、今一度、各メンバーに、お声をかけていただいて２０１２年度のスタートに向けてお力添えいただきたいと思っております。まずは、２０１１年度の予定者段階で悔いを無い様に、理事長は予定者でいろんなお願いをするかと思います。来年になると、さらにお願いされると明言されています。この審議事項に関しても、いろいろご助言いただいたと思います。是非、理事構成メンバーの皆様で野口理事長を盛り立てるべく、この予定者段階、さらに実のある時間にしてもらえばと思います。今日は、長時間に渡りお疲れ様でした。以上で監事講評とさせていただきます。
２０．閉会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
